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日本産 Chromadora 属 （海産 自由生活性線虫），

特に，Ch・nudicapitata の 形態的変異 に つ い て
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On 　four　species 　of　the　genus 　Cb70凧 α 4σr α （Freep

living　 marine 　 Nematoda ＞in　Japan
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　 Chromadora属 は 海 そ う上 に 普通な小 型 の 線 虫

で，我 国 で は 白浜 か ら Ch．　 macrolaimoides ．　 Ch．

brevipapillata，　 Ch．　 nudicapitata の 3種 が記録

され て い る （Wieser， 1955）。 こ の 程厚岸 ・忍路 ・

室蘭 。三崎 ・白浜 。天草か ら得 られ た 本属 の 個体 を

検討 した の で 結果を報告す る 。 1．忍路 か ら我国 4

番 目の 種， Ch．　 m α c厂otaima を 報 告す る。本 種 は

large　dorsal　tooth が特徴だが ，　 Ger］ach （1965）

が 示差 した 如 く，laヒeral 　tooth−like　 projections，

weak 　subventral 　teeth を確認 した 。
2．　 Wieser

は 雌 1個体 に て Ch．　 brevlpapillataと同定 した が，

雄 も調べ た と ころ excretory 　pore の 位置 ・supple ・

ments の 数の 違い か ら新種 と考え られ る 。 い ず れ

報告する の で ．今回 は
一

応 Ch．　 SP ．　A と して お く。

3．Ch，　 nudicapitata は 各地 で採れ た が，忍路産 と

白浜産とで は ，supplements の 数 ・位置 の 個体変 異

に 型 の 違 い が あ っ た 。
Wieser は 白浜産は 全 て 3 十

1 の 型 と報告 し た が．忍路等他所同様 に 4 〜6 個 の

型もい る こ とが わ か っ た。 4．4種 の 検索表を考え

て み た 。
A ．　 Large 　dorsal　tooth が顕著 （Ch．　ma

−

crolaima
， 忍路）B ．　 Three 　 subequal 　teeth　B − 1．

Excretory 　 Pore は 神経環 の 少し前 に 開 く（Ch．　 sp ，

A ，白浜
・
天草） B − 2．　 Exc ！etery 　pere は 頭端近

くに 開 く　B − 2− a．Esophageal 　bulb は single ．

spinneret は 短 い ，　3− 5μm （Ch．　 nudicapitata ．

厚岸 ・忍路 ・室蘭 ・三 崎 ・白浜 ・天草）　B − 2− b．

Esophageal　bulb は double，　 spinneret は 長 い ：

7− 10μm （Ch ．　 rnacrolaimoides ，白浜）。
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　科 Caddidae お よ び Triaenonychidae の ザ ト

ウ ム シ は ，南 ・北両半球 の 温帯 に 飛 び 石状 に 分布す

る動物地理学的 に 興味あ る群 で あ る 。

　Caddidae は ，小型 の 体 の 割合 に 巨大な眼 丘 を も

つ なか ま 。 亜科 Caddinae は Caddo α 幽Z‘5 と

pepperella の 2 種の み を含 み ．とも｝こ 日本 と合衆国

東北部，カ ナ ダ だけ に 分布 。
バ ル ト海沿岸 に は agilis

に よ く似 た 1 化石種が出 る。AcroPs。Pilioninae（3

属 10種）は 南半球 の 温帯産だ が．最近 メ キ シ コ ・北

ア メ リ カ 東部，日本 に もお る こ とが わ か っ た 。 うち

ACropsopilio は 日本．北 ・中 ・南ア メ リ九 ニ
ュ

ー

ジ
ー

ラ ン ドに 分布 ， しか も日本のts　A ．　boopis　｝t北

ア メ リ カ と共 通 で ある 。

　Triaenonychidae は．後脚鮒節 の 爪 に 著しい 特

徴 が あ る小型 の り fi・一棲ザ ト ウ ム シ 。 本科の 分布の

中心 は南ア フ リカ 南部，オ ース ト ラ リ ア， ニ ュージ

ーラ ン ド．一
部 は 南 ア メ リ カ 南部，北 ア メ リ カ 西

部．日本 。 韓国 ま で 広が っ て い る。なお 東 7 ジ ア の

属種 は ，北 ア メ リ カ の そ れ に 強い 類縁を 示 し て い

る。

　 こ れら両科 の ザ ト ウ ム シ は ， 他 とか け 離 れ た 形

態，著 しい 隔離分布 な どか ら，非
Nm

　tc古い 遺跡動物

とみ な さ れ て L・る 。 そ の 起原は中生代 の ジ ュラ ・三

畳 紀に 求 め られ る ほ どで あ る。当時世界 の 陸上生物

相 は 割合単純 で ，同 じもの が か な り広範 に 分布して

い た と推測 され て い る 。 両科 は お そ らくIH大陸で 生

じ，初 め は広 く連続 分布 し て い た が ，の ち に 地質的

気候的 ・変動 に よ っ て 熱帯圏 で は 絶滅，南 。北両半

球 の 温帯 に お い て の み 隔 離的 に 残存す る よ うに な っ

た の で あろ う。
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